
 

データ  シート
Cisco ONS 15454 マルチサービス ト ランスポート  プラ ッ ト
フォーム用 10 Gbps マルチレート拡張ト ランスポンダ カード
Cisco® ONS 15454 マルチサービス  ト ランスポート  プラ ッ ト フォーム （MSTP） がサポートする 10 Gbps マルチレート拡張ト ラ

ンスポンダ カード （図 1） は、 企業のネッ ト ワーク、 あるいはメ ト ロポ リ タン （メ ト ロ） および地域のサービス  プロバイダの

ネッ ト ワークにおいて、 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト、 10G ファ イバ チャネル、 OC-192、 および STM-64 インターフェイスお

よびサービスの統合と転送を容易にします。

図 1
10 Gbps マルチレート  ト ランスポンダ カード

背景

メ ト ロ  ト ランスポート  ネッ ト ワークでは、 低速の DS1/T1、 DS3/E3、 10/100BASE-T、 OC-3/STM-1 から高速の OC-12/STM-4、
ギガビッ ト  イーサネッ ト、 OC-48/STM-16、 OC-192/STM-64、 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト まで、 さまざまなサービス要求に対

応しなければなり ません。最近までは、 Synchronous Optical Network （SONET; 光同期伝送網） Add Drop Multiplexer （ADM; 分岐

挿入装置） が OC-48/STM-16 までのサービスを集約および転送するサービス  プラ ッ ト フォームと して使われてきました。また、

ギガビ ッ ト および 10 ギガビ ッ ト  イーサネッ ト を含む OC-3/STM-1 ～ OC-192/STM-64 の光信号に対応する メ ト ロ Dense
Wavelength-Division Multiplexing （DWDM; 高密度波長分割多重） プラ ッ ト フォームも開発されました。 しかし、 複数のプラ ッ

ト フォーム （メ ト ロ DWDM、 SONET ADM を含む） を配置して複数のサービスをサポートするのは、 サービス  プロバイダー

およびエンタープライズ ネッ ト ワークにとってコス ト効率の良い方法とはいえません。ト ランスポンダ カードを搭載したCisco
ONS 15454 MSTP は、 低速の DS1/E1 から高密度の 2.5 Gbps および広帯域の OC-192/STM-64 まで、 あらゆるサービスに対応す

るコス ト効率に優れたネッ ト ワーク  ソ リ ューシ ョ ンです。

製品概要

10 Gbps マルチレート  ト ランスポンダ カードは、 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト WAN PHY および LAN PHY、 10G ファ イバ チャ

ネル、 SONET OC-192、 および Synchronous Digital Hierarchy （SDH; 同期デジタル ハイアラーキ） STM-64 サービスを、 100 GHz
間隔、 50 GHz 固定の ITU 準拠の波長で転送できます。 この ト ランスポンダ カードは、 Cisco ONS 15454 MSTP のプラグイン モ
ジュールと して、 1.5 Mbps までの低速サービスはも と よ り、 10 Gbps の高速サービスも提供するコス ト効率の良いアーキテク
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チャを実現します。 10 Gbps ト ランスポンダ カード  アーキテクチャには、 単一の回線インターフェイスに対応する単一のク ラ

イアン ト  インターフェイスがあるので、 Cisco ONS 15454 シェルフのクロス  コネク ト  ファブ リ ッ クにアクセスする必要があ り

ません。

ク ライアン ト  インターフェイスは 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト LAN 物理レイヤ （PHY）、 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト WAN
PHY、 10 ギガビッ ト  ファ イバ チャネル、 SONET OC-192、 および SDH STM-64 の各信号をサポート しています。 このインター

フェイスは、 10 ギガビッ ト Small Form Factor Pluggable （XFP） Multi Source Agreement （MSA） に基づいています。 現在使用可

能な XFP は、 短距離 / オフ ィ ス内、 最大 2 km のファイバ距離に対応する LC コネクタ付き 1310 nm 光インターフェイス （Y 字

型保護オプシ ョ ンなし / あ り） をサポート します。

回線インターフェイスは、 LC コネクタを使用する 10 Gbps、 長距離、 ITU 準拠、 100 GHz 間隔の光インターフェイスを 1 つ提

供し、OUT-2 G.709 デジタル ラ ッパー、OC-192、STM-64、10 ギガビッ ト  ファ イバ チャネル、10 ギガビッ ト  イーサネッ ト LAN
PHY、 または 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト WAN PHY インターフェイスをサポート します。 DWDM 出力回線インターフェイス

は、 隣接する 4 つの 100 GHz 波長でチューニング可能であ り、 8 つのカード  タイプで 32 チャネル DWDM ネッ ト ワークをサ

ポートするこ とができます。 増幅と分散補償を使用するこ とによって、 10 Gbps ト ランスポンダ カードは 300 km の到達距離に

対応できます。仕様に記載された範囲内で運用する場合、各カードは 10 Gbps の信号を 10E-15 の最大 BER （ビッ ト  エラー レー

ト ） で転送します。

10 Gbps ト ランスポンダ カードは、同一カード上にク ライアン トおよび DWDM 回線インターフェイスの両方を組み込んでいま

す。 10 Gbps ト ランスポンダ カードは、 システム上のクロスコネク ト  カードの有無にかかわらず、 Cisco ONS 15454 プラ ッ ト

フォームの 12 個のマルチサービス  インターフェイス  カード  スロ ッ トに搭載できます。 ク ロスコネク ト  カードを追加する と、

Cisco ONS 15454 プラ ッ ト フォームでサポート される他のサービス集約と と もに、透過的な 10 Gbps サービスを含むハイブリ ッ

ド  アプ リ ケーシ ョ ンをプラ ッ ト フォームでサポー ト できる よ う にな り ます。 共通カードの う ち必須のものは、 適切な TCC
（Timing, Communications, and Control） カードだけです。

10 Gbps ト ランスポンダ カードは、10 Gbps サービスを提供するために必要な多くのキャ リ アク ラス機能および高度な機能を提

供します。 具体的には、 プロ ト コルの透過性、 波長のチューニング機能、 フレキシブルな保護メカニズム、 フロー スルー タイ

ミ ング、 管理、 およびパフォーマンス  モニタ機能です。 これらの機能について、 次に説明します。

拡張 FEC 機能

10G 拡張ト ランスポンダには、 Forward Error Correction （FEC; 前方エラー訂正） を 3 つのモード （NO FEC、 FEC、 および E-
FEC） で設定できる機能があ り ます。 出力ビッ ト  レートは G.709 の定義に従って常に 10.7092 Gbps ですが、 エラー コーディン

グ パフォーマンスは次のよ うに設定できます。

• NO FEC ： 前方エラー訂正なし

• FEC ： 標準の G.975 Reed-Salomon アルゴ リズム

• E-FEC ： 標準の G.975.1 による 2 つの直交連結された BCH super FEC コード。 この FEC 方式には、 2 つの直交インターリー

ブされたブロ ッ ク  コード （BCH） の同じ方式の 3 つのパラ メータ化が含まれます。 作成されたコードを反復的にデコード

し、 必要なパフォーマンスを達成します。

プロ ト コルの透過性

10 Gbps ト ランスポンダ カードは、 Cisco ONS 15454 プラ ッ ト フォーム上で透過的な波長サービスを提供します。 SONET また

は SDH ベース  ク ライアン トのペイロードについて、 ト ランスペアレン ト動作モードでプロビジ ョニングする と、カードはすべ

ての SONET/SDH オーバーヘッ ド  バイ ト を透過的に通過させます。 このカードは B1 （セクシ ョ ン BIP-8）、 J0 （セクシ ョ ン ト
レース） など、 重要な SONET/SDH オーバーヘッ ド  バイ ト をモニタするので、 障害箇所の特定やパフォーマンス  モニタ リ ング

機能に利用できます。 Line Data Communications Channel （LDCC） の終端をユーザ側でプロビジ ョニングできるので、 プラ ッ ト

フォームのプロセッ サを使用し DCC 情報をルーティ ングしてキャリ ア内ネッ ト ワーキングに利用したり 、デジタル ラ ッ パーの

General Communications Channel （GCC） を利用して DCC 情報をそのまま転送してキャ リ ア間ネッ ト ワーキングに利用したりす
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るこ とが可能です。 10 ギガビッ ト  イーサネッ トおよび OC-192/STM-64 のペイロードについては、 デジタル ラ ッパー テク ノ ロ

ジー （G.709） を使用してサービスに管理ラ ッパーを追加しています。 これによ り、 10 Gbps ト ランスポンダ カードは回線の

サービス品質を確保するためのパフォーマンス  メ ト リ ッ クを収集しながら、 ペイロードを透過的に転送できます。

このカード は、埋め込みペイロード に対して透過的であり 、Cisco ONS 15454 プラッ ト フォームのクロスコネク ト にはアクセスしま

せん。 任意のタイプの連結 SONET/SDH ペイロード （ STS-Nc または VC-4-Mc） と 、 STS-1、 VC-4、 VC-3、 VC-12 または VT1.5 ベー

スの非連結ペイロード 、 および 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  LAN PHY または WAN PHY のペイロード を転送すること ができます。

波長のチューニング機能

10 Gbps ト ランスポンダ カードは、 100 GHz の ITU グ リ ッ ドで動作し、 カードごとに 4 つの隣接する 100 GHz チャネルの範囲

でチューニング可能です。 10 Gbps ト ランスポンダ カードには、 このよ うなチューニング機能が組み込まれているので、 配置

時にすべての波長をカバーするために必要な在庫量や、 スペア部品と して必要になる在庫量を減らすこ とができます。 チュー

ニング機能はソフ ト ウェア プロビジ ョ ニング可能です。

フレキシブルな保護メカニズム

10 Gbps ト ランスポンダ カードは、 ク ラ イアン ト  インターフェイスおよび DWDM 回線インターフェイスの両方にフレキシブ

ルな保護機能を提供しています。その結果、カスタマー アプリ ケーシ ョ ンで必要と される各種の Service Level Agreement （SLA;
サービスレベル契約） に対応する多様なネッ ト ワーク構成をサポートするこ とができます （表 1）。

表 1 保護の形式

図 2
非保護の構成

保護のタイプ 機能 図

非保護のクライアン トお

よび回線

クライアン ト端末インターフェイス、 ト ランスポンダ カード、または DWDM 回線に対する

保護はありません。 クライアン ト信号は、 非保護のト ランスポンダ カード上で転送されま

す。 この設定は、 Unidirectional Path Switched Ring/Subnetwork Connection Protection
（UPSR/SNCP）プロ ト コルまたは Bidirectional Line Switched Ring/Multiplex Section Shared
Protection Ring （BLSR/MS-SPR） プロ ト コルで保護された DWDM ネッ トワーク上でクラ

イアン ト  ペイロードを転送する場合に適しています。

2

クライアン トの 1+1 保護 クライアン ト端末インターフ ェイスと ト ランスポンダ カードの両方の保護が有効になりま

す。 1+1 Automatic Protection Switching/Multiplex Section Protection(APS/MSP） スイ ッ チ

ングで動作している 2 つの端末インターフェイスが、 2 枚のト ランスポンダ カードをパス

スルーします。 スイッチングはクライアン ト端末機器インターフェイス間で行われます。

3

Y 字型ケーブル クライア

ン ト  インターフェイス

クライアン ト端末機器インターフェイスは保護せずにト ランスポンダ機器を保護します。Y
字型プロテクシ ョ ン デバイスを使用して 1 つのクライアン ト  インターフェイスを 2 枚のト

ランスポンダ カードに分岐します。

4
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図 3
1+1 構成

図 4
Y 字型ケーブルの構成

フロースルー タイ ミング

ト ランスポンダ カードでは、 ク ライアン トから回線の光インターフェイスへタイ ミ ングを 「フロースルー」 するこ とが可能で

す。 1 つのインターフェイス （ク ラ イアン ト または回線） から受け取ったタイ ミ ングが、 別の ト ランス ミ ッ タ  インターフェイ

ス （回線またはク ライアン ト ） のタイ ミ ングと して使用されます。 このフロースルー タイ ミ ングによって、 転送された信号を

ノード  タイ ミ ングに依存させないこ とが可能になり ます。

管理

Cisco ONS 15454 は、 Cisco Transport Manager の Element Management System （EMS; エレ メン ト  マネジメン ト  システム） を利用

したシスコ  ト ランスポート  コン ト ローラ  ク ラフ ト  インターフェイスを使用して、 Operations, Administration, Monitoring, And
Provisioning （OAM&P; 運用、 管理、 モニタ リ ング、 およびプロビジ ョニング） 機能をサポートする総合的な管理機能を提供し

ています。 10 Gbps ト ランスポンダ カードには、 プロビジ ョニング可能なデジタル ラ ッパー （G.709） 機能が含まれており、 波

長ごとのパフォーマンス管理機能が提供されています。 これは、 特にネッ ト ワーク上を透過的に転送されるサービスに役立ち
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ます。デジタル ラ ッパー機能がないと、通信事業者がサービスを透過的に転送する場合に、転送シグナルの劣化や SLA 要件の

超過を引き起こす原因となっているネッ ト ワーク機能障害を特定するのは不可能です。 デジタル ラ ッパーの GCC を使用すれ

ば、透過的な信号を転送する と きにプラ ッ ト フォームが使用するSONET/SDH信号のSection DCC/Regenerator Section DCC（SDCC/
RSDCC） とは対照的に、 通信チャネルを波長ごとに区別するこ とができます。 Cisco ONS 15454 では、 この GCC を利用して、

高度なネッ ト ワーク自動検出機能を DWDM ベースのサービスにまで拡張しています。 さ らに、 Cisco ONS 15454 ト ランスポー

ト  コン ト ローラに統合されたク ラフ ト  マネージャ と Cisco Transport Manager の EMS によって、 システムの OAM&P にアクセ

スできます。

設定可能な遠端レーザー オフ動作

10G マルチレート拡張ト ランスポンダには、 遠端レーザー オフ動作をプロビジ ョ ニングする機能があ り ます。 リモートのク ラ

イアン ト  インターフェイスが障害条件の発生後に実行する動作を、CTC を通じて設定できます。 リモート  ク ライアン トがスケ

ルチするよ うに設定するこ と も、 AIS シグナリ ングを送信するよ うに設定するこ と もできます。

パフォーマンス モニタ リング

10 Gbps ト ランスポンダ カードのパフォーマンス  モニタ リ ング機能は、 透過的および非透過的な信号転送の両方をサポート し

ています。 SONET/SDH で終端する信号については、 Telcordia GR-474、 GR-2918、 ITU G.783、および ETS 300 417-1 の各標準に

基づき、 標準のパフォーマンス  モニタ リ ング、 スレッシュホールド超過条件、 およびアラームがサポート されています。 10 ギ

ガビッ ト  イーサネッ ト信号については、RFC 2819 に基づく送受信信号の標準パフォーマンス  パラ メータを使用しています。各

デジタル ラ ッパー チャネルは、 ITU-T のデジタル ラ ッパー要件 （G.709） に従ってモニタされます。 レーザー バイアス、 送信

光パワー、 受信光パワーなど、 DWDM 回線インターフェイスの光パラ メータがサポート されています。 パフォーマンス  モニ

タ リ ング データの計算および累積は、 15 分間隔および 24 時間間隔で行われます。

10 Gbps ト ランスポンダ カードの前面プレートには、 カードの動作状況をすばやく確認できる LED があ り ます。 前面プレート

に印刷されているオレンジ色の丸印は、 カードを搭載できるシェルフのスロ ッ ト を示しています。

アプリケーシ ョ ンの例

Cisco ONS 15454 プラ ッ ト フォームは十分にフレキシブルですが、 10 Gbps ト ランスポンダ カードを使用する と、 さ らにいくつ

かの新しいアプリ ケーシ ョ ンに対応できます。 こ こでは、 メ ト ロ 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト接続 （図 5）、 STM-64 転送による

ケーブル接続サービスの拡張 （図 6）、 および OC-192/STM-64 転送による通信事業者向けキャ リ ア サービス （図 7） の 3 つのア

プリ ケーシ ョ ンを紹介します。

メ ト ロ 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト接続 （図 5） ：データ端末に 10 ギガビッ ト  イーサネッ トが追加されるよ うになる と、サービ

ス  プロバイダーはユーザー向けに完全なメ ト ロ  サービス  ポート フォ リオを提供するために、 10 ギガビッ トのイーサネッ ト転

送サービスを追加するこ とが必須となり ます。 10 Gbps ト ランスポンダ カードを使用すれば、 サービス  プロバイダーがマルチ

サービス  ネッ ト ワーク上のメ ト ロ  サービス群に 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト をコス ト効率良く組み込むこ とができるので、 メ

ト ロ DWDM プラ ッ ト フォームを追加で配置する必要がなく、 サービスの展開コス ト を削減できます。
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図 5
メ ト ロ 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト接続

STM-64 転送によるケーブル接続サービスの拡張 （図 6） ： 2 番目のアプリ ケーシ ョ ンは、 通信事業者向けキャ リ ア サービス  プ
ロバイダー （サービス  プロバイダーA） が、海外のケーブル接続サイ トから別のサービス  プロバイダーの国際ゲート ウェイ  サ
イ ト （サービス  プロバイダー B） に STM-64 ペイロードを転送する という ものです。

図 6
STM-64 転送によるケーブル接続サービスの拡張
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OC-192/STM-64 転送による通信事業者向けキャ リ ア サービス（図 7）：OC-192/STM-64 転送による通信事業者向けキャ リ ア サー

ビス  アプリ ケーシ ョ ンは、 図 6 で示したアプリ ケーシ ョ ンと類似しています。

図 7
OC-192/STM-64 転送による通信事業者向けキャリア サービス

これらの各アプリ ケーシ ョ ンでは、 単一の ト ランスポート  プラ ッ ト フォーム （たとえば ONS 15454 MSPP） を使用して、 DS1/
E1 から 10 Gbps サービスまで、 複数のサービス  タイプを提供できるので、 システムが簡素化され、 設備投資と技術者のト レー

ニングにかかる運用コス ト を削減できます。

シスコの利点

Cisco ONS 15454 10 Gbps ト ランスポンダ カードは、 Cisco ONS 15454 MSPP のサービス機能を補完し、 さ らに拡張します。 10
Gbps ト ランスポンダ カードを使用する と、通信事業者が既存のファイバ プラン ト と設置済みの Cisco ONS 15454 システムをそ

のまま活用できるだけでなく、 DS1/E1、 DS3/E3、 OC-n/STM-n、 イーサネッ ト、 Asynchronous Transfer Mode （ATM; 非同期転送

モード） 、 ビデオなど、 必要なサービスを同じ Cisco ONS 15454 プラ ッ ト フォームで提供するこ とができます。 このソ リ ュー

シ ョ ンによって、 さまざまなサービスを組み合わせるために、 オーバーレイ  メ ト ロ DWDM プラ ッ ト フォームを配置する必要

性が少なくな り ます （図 8 および図 9）。

図 8
現在の DWDM アーキテクチャ
© 2004 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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図 9
Cisco ONS 15454 によるハイブリ ッ ド DWDM アーキテクチャ

Cisco ONS 15454 オプティカル ト ランスポート  ソ リ ューシ ョ ンは、10 Gbps インターフェイスを提供する従来のネッ ト ワーク要

素と比べて、 次のよ うな機能が大幅に改善されています。

従来にないサービス密度 ：

Cisco ONS 15454 プラ ッ ト フォームは、 ノード当たり最大 12 の 10 Gbps インターフェイスをサポート しています。 一般的なセ

ン ト ラル オフ ィ スのベイ  フレームに取り付けた場合、 1 個のベイで最大 48 の 10 Gbps インターフェイスをサポートできます。

このよ うな ト ップク ラスの密度を実現できるのは、 10 Gbps ト ランスポンダのインターフェイス  カードが 1 スロ ッ ト しか占有

しないためです。

複数の復元タイプ ：

Cisco ONS 15454 プラ ッ ト フォームは、 2 ファ イバまたは 4 ファ イバの BLSR/MS-SPR、 UPSR/SNCP、 リ ニア APS/SNC、 および

Path-Protected-Mesh Networking （PPMN） をサポート しています。 したがってサービス  プロバイダーは、 通常 2 ファ イバまたは

4 ファ イバの BLSR/MS-SPR の復元機能を使用する局間ネッ ト ワークや、通常 UPSR/SNCP の復元機能を使用するビル内ネッ ト

ワークの収集装置またはファイバなど、 ト ランスポート  ネッ ト ワーキング アプリ ケーシ ョ ンのあらゆる分野に、 このプラ ッ ト

フォームを配置できます。

ライン カード とシャーシの共通化 ：

復元タイプとは無関係に光ライン カードを使用できるので、 スペア部品のコス ト を削減でき、 技術者が混乱するこ と もあ り ま

せん。 さ らに、 ネッ ト ワーク  インターフェイス とカスタマー インターフェイスの需要の進化に合わせて、必要に応じて光回線

パッ クを簡単に再配置できます。

シングル ソフ トウェア ロード ：

ソフ ト ウェアを 1 回ロードするだけで、 上記のすべての復元タイプをサポートできるので、 発注時に迷う こ とがあ り ません。 1
つのソフ ト ウェア使用ライセンスですべての保護設定がカバーされています。 ソフ ト ウェアを一度購入すれば、 すべての機能

を使用するこ とができます。

シャーシの共通化 ：

共通のシャーシですべての光インターフェイス速度がサポート されているので、 技術者は複数のプラ ッ ト フォームの知識を習

得する手間をかけずに、帯域幅とサービスを展開する実作業に着手できます。一般の機器ベンダー製のプラ ッ ト フォームは、特

定の光回線速度専用 （OC-3/STM-1、 OC-12/STM-4 など） になっていた り、 復元メカニズム （UPSR/SNCP、 2F-BLSR/MS-SPR、
4F-BLSR/MS-SPR など） ごとにプラ ッ ト フォームが異なっています。 この方法では、 発注する と き迷うだけでなく、 所有して

いる機器が希望するアプ リ ケーシ ョ ンに必要な機能をサポート しているかど うかとい う疑問も生じます。 Cisco ONS 15454 プ

ラ ッ ト フォームでは、 回線速度や復元機能に柔軟に対応できるので、 発注時にも設置時にも簡単かつ迅速に作業を進めるこ と

ができます。
© 2004 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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マルチサービス インターフェイスの選択肢 ：

DS1/E1 から OC-192/STM-64、 イーサネッ ト、 ファース ト  イーサネッ ト、 ギガビッ ト  イーサネッ ト、および 10 ギガビッ ト  イー

サネッ トに至るまで、 すべてのインターフェイスがサポート されています。 ビッ ト レートが限定された多くのベンダー製品に

見られる、 「インターフェイスがない」 という問題はあ り ません。

Cisco ONS 15454 は、 業界を リードする メ ト ロ  オプティカル ト ランスポート  プラ ッ ト フォームと して、 SONET/SDH による高

速転送、 光ネッ ト ワーキングの統合、 従来にないマルチサービス  インターフェイス、 そして優れた経済性を実現します。

Cisco ONS 15454 10 Gbps マルチレート  ト ランスポンダ カードの機能と仕様

コンパク トな設計

• 高密度 10 Gbps ソ リ ューシ ョ ンをシングル幅カード  スロ ッ トで実現

• シェルフ  アセンブリ単位で 12の 10 Gbps ト ランスポンダ カード（120 Gbps）、ベイ単位では 48のカード（480 Gbps）を搭載可能

フレキシブルな復元オプシ ョ ン

• UPSR/SNCP、 BLSR/MSP、 および 1+1 APS/MSP を透過的にサポート

• Y 字型クライアン ト保護

• 非保護 （0+1）

適合規格1

国別サポート

SONET/ANSI システム SDH/ETSI システム

• カナダ

• 米国

• メキシコ

• 韓国

• 日本

• 欧州

• 欧州

• 豪州

• ニュージーランド

• シンガポール

• 中国

• メキシコ

• 香港

• 韓国

EMC （クラス A）

• ICES-003 Issue 3、 1997
• GR-1089-CORE、 Level 3
• 47CFR15

• EN 300 386-TC
• CISPR22、 CISPR24
• EN55022、 EN55024

安全基準

• CAN/CSA-C22.2 No.950-95、 3rd Edition
• GR-1089-CORE

• UL 60950
• IEC 60950/EN60950、 Third Edition

レーザー

• UL 60950
• IEC60950/EN60950
• IEC 60825-2 (2000)

• CDRH （Accession letter and report）
• IEC 60825-1 Am.2 （2001）

1. 製品リ リース時点では、 一部の適合規格資料が未完成の場合があ り ます。 カナダ、 米国、 および欧州以外の各国については、 シスコ代理店までお問い合せくだ
さい。
© 2004 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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表 2 システム要件

表 3 仕様

国別サポート

環境仕様

• GR-63-CORE、 Level 3
• ETS 300-019-2-1 （Storage、 Class 1.1）

• ETS 300-019-2-2 （Transportation、 Class 2.3）
• ETS 300-019-2-3 （Operational、 Class 3.1E）

光

• GR-253-CORE
• G.691

• G.709
• G.975

品質

• TR-NWT-000332、 Issue 4、 Method 1 calculation for 20-year mean time between failure (MTBF)

その他

• AT&T Network Equipment Development Standards (NEDS) 
Generic Requirements、 AT&T 802-900-260、 Issue 3、 December 
1999

• SBC TP76200MP、 May 2003

• Verizon SIT.NEBS.NPI.2002.010、 October 2002
• Worldcom ESD requirement

コンポーネン ト Cisco ONS 15454 SONET/ANSI Cisco ONS 15454 SDH/ETSI

プロセッサ TCC2 TCC2

クロスコネク ト すべて （不要） すべて （不要）

シェルフ  アセンブリ 15454-SA-ANSI または 15454-SA-HD シェル

フ  アセンブリ （FTA3 バージ ョ ンのファン ト

レイ  アセンブリ付き）

15454-SA-ETSI シェルフ  アセンブリ （SDH
48V ファン ト レイ  アセンブリ付き）

システム ソフ トウェア Release 4.7 以降 Release 4.7 以降

スロッ トの互換性 1 ～ 6、 12 ～ 17 1 ～ 6、 12 ～ 17

仕様

クライアン ト  インターフェイス XFP

仕様

• Telcordia GR-253-Core
• ITU
• IEEE 802.3
• 10GFC Rev 3.5 T11

GR-253-Core SR-1
L-64.1
10GBASE-LR
1200-SM-LL-L

自動のレーザー遮断および再起動 ITU-T G.664 （06/99）

システム到達距離 （SROlb） 4 dB

増幅しない場合のファイバの目標距離、 SMF281 (FDsmf28)
• SONET/SDH
• 10GE/10G FC

2 km
10 Km

公称波長 （lambdaTnom） 1310 nm
© 2004 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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スペク ト ラム範囲 （lambdaTmin ～ lambdaTmax)
• SONET/SDH
• 10GE/10G FC

1290 ～ 1330 nm
1260 ～ 1355 nm

20 dB 時のスペク ト ラム幅 （delta lambda20） 1 nm

光ト ランスミ ッ タ

タイプ Distributed feedback、 direct modulation (DFB/DM)2

出力パワー （PTmin ～ PTmax） –6 ～ –1 dBm

• 必須最小光リ ターン損失

• SONET/SDH
• 10GE/10G FC

24 dB
12 dB

• 最小消光比 （reminx） 6 dB

• レーザー安全性クラス 1

光レシーバー

タイプ PIN

• 感度 （BER） （PRmin to PRmax）

• SONET/SDH
• 10 GE/10G FC

–11 ～ –1 dBm
–14.4 ～ + 0.5 dBm

• 波長分散許容度 （DSRmax） 6.6 ps/nm

• パワー ペナルティ （PO） 1 dB

• 最小 BER （BERmin） 10E-12

• レシーバの最大反射率 –14 dB

• 光信号対雑音比 （10E-12 BER 時の 0.5 nm 帯域） 30 dB

• 入力波長帯域幅 （lambdac_rx)
• SONET/SDH
• 10GE/10G FC

1290 ～ 1330 nm3

コネクタ  タイプ （Tx/Rx） LC、 デュプレックス、 シャ ッ ター付き

1. <SRolb>dB の光リンク  バジェ ッ ト と等価の SMF28 で <FDsmf28>km のファイバ距離。 D1550 = 17ps/nm/km、 D1310 = 3.3ps/nm/km、 フ ァイバ + スプライス +
コネクタの損失を、 1550 nm の場合 0.275 dB/km、 1310 nm の場合 0.55 dB/km と仮定。 <DLRlong-reachmax>ps 時の分散ペナルティ <Po>dB を含む。

2. DFB/DM が一般的。 ただし、 仕様を満たせば他のテク ノロジーで代用することも可能。

3. 許容できる波長範囲は 1290 ～ 1605nm。 ただし、 レシーバー感度が保証されるのは記載された範囲のみ。

仕様
© 2004 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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仕様 DWDM 回線インターフェイス

DWDM 回線インターフェイス

ビッ ト速度 9.9532 ± 50 ppm
10.3125 ± 100 ppm
10.518 ± 100 ppm
10.7092 ± 100 ppm
11.0957 ± 100 ppm
11.3168 ± 100 ppm

自動のレーザー遮断および再起動 ITU-T G.664 （06/99）

公称波長 （lambdaTnom） 4 チャネル チューニング可能 （表 4）

スペク ト ラム範囲 （lambdaTmin ～ lambdaTmax） 1530 ～ 1561 nm

20dB 時のスペク ト ラム幅 （lambda delta20） ≤25 GHz

光ト ランスミ ッ タ

タイプ リチウム ニオブ酸塩外部変調器

出力パワー （PTmin ～ PTmax） +3 dBm、 + 6 dBm

必須最小光リ ターン損失 （ORLmin） 27 dB

最小消光比 （reminx） >10.5 dB

レーザー安全性クラス 1

光レシーバー

タイプ Avalanche Photo Diode （APD）

感度、 FEC オフ （PRmin ～ PRmax）

• OSNR < 19 dB
• OSNR < 23 dB @ +/–1200 ps/nm
感度、 FEC オン （PRmin ～ PRmax）

• OSNR < 9dB、 増幅なし

• OSNR < 11dB @ +/–800 ps/nm
感度、 E-FEC オン （PRmin ～ PRmax）

• OSNR < 8dB、 増幅なし

• OSNR < 9dB @ +/–800 ps/nm
注 :OSNR は 0.5 nm の帯域幅で定義

–22 ～ –8 dBm
–20 ～ –8 dBm

–18 ～ –8 dBm
–18 ～ –8 dBm

–18 ～ –8 dBm
–18 ～ –8 dBm

波長分散許容度 （DLRmax） 最大 +/–1200 ps/nm （2 dB ペナルティ）

• 最小 BER （BERmin）

• FEC オフ

• FEC オン

• E-FEC オン

10E-1210E-1510E-15

• 遠端 Tx と近端 Rx の間の反射率 （最大） –27 dB

• レシーバーの反射率 （最大） –14 dB

• 入力波長帯域幅 （lambdac_rx） 1290 nm ～ 1605 nm

コネクタ  タイプ （Tx/Rx） LC、 デュプレックス （シャ ッ ター付き）
© 2004 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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表 4 10-Gbps ト ランスポンダ カードでサポート される波長2

仕様

管理

カード LED
• 障害 （FAIL）
• アクテ ィブ / スタンバイ （ACT/STBY）
• 信号障害 （SF）
クライアン ト  ポート LED
• アクテ ィブ入力信号

DWDM ポート LED
• アクテ ィブ入力信号

• 出力波長

レッ ド

グリーン / イエロー

イエロー

グリーン

グリーン

グリーン

電力

カードの消費電力

• 標準

• 最大

40W
50W

動作環境

温度 –5 ～ 55°C
23 ～ 131°F

湿度 5 ～ 95% （結露しないこと）

保管環境

温度 –40 ～ 185°F
–40 ～ 85°C

湿度 5 ～ 95% （結露しないこと）

カード （xx.x） λ （nm） カード （xx.x） λ （nm） カード （xx.x） λ （nm） カード （xx.x） λ （nm）

30.o3 1530.33
1531.12
1531.90
1532.68

38.1 1538.19
1538.98
1539.77
1540.56

46.1 1546.12
1546.92
1547.72
1548.51

54.1 1554.13
1554.94
1555.75
1556.55

34.2 1534.25
1535.04
1535.82
1536.61

42.1 1542.14
1542.94
1543.73
1544.53

50.1 1550.12
1550.92
1551.72
1552.52

58.1 1558.17
1558.98
1559.79
1560.61

2. 波長ベースの光モジュールのリード タイムはさまざまです。波長の選択に際しては、 Cisco.com の次の URL にあるシスコ価格表をご覧いただくか、 または lead-
time ツールをご利用ください。
http://www.cisco.com/en/US/ordering/index.shtml
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表 5 発注情報3

部品番号 説明

15454-10E-L1-xx.x 10 Gbps 拡張ト ランスポンダ光カード、 長距離、 4 波長チューニング可能、 LC コネクタ付き 100 GHz ITU 準拠

DWDM 光ライン カード、 SONET プラッ ト フォーム

15454E-10E-xx.x 10 Gbps 拡張ト ランスポンダ光カード、 長距離、 4 波長チューニング可能、 LC コネクタ付き 100 GHz ITU 準拠

DWDM 光ライン カード、 SDH プラッ ト フォーム

ONS-XC-10G-S1= 10 ギガビッ ト Small Form Factor Pluggable OC192/STM64/10GE/10G FC - 1310 SR - SM LC

15216-CS-SM-Y= Y ケーブル スプリ ッ タ / コンバイナ モジュール、 シングルモード、 シングル幅モジュール、 LC コネクタ、 Cisco
FlexLayer シェルフ  アセンブリ （15216-FL-SA） に搭載

15216-CS-MM-Y= Y ケーブル スプリ ッ タ / コンバイナ モジュール、 マルチモード、 シングル幅モジュール、 LC コネクタ、 Cisco
FlexLayer シェルフ  アセンブリ （15216-FL-SA） に搭載

3. 部品番号に E が付く部品 （例 ： 15454E-） は、 SDH/ETSI システムに対応します。
 Cisco Systems, Inc. All rights reserved.

Cisco Systems、 および Cisco ロゴは米国およびその他の国における Cisco Systems, Inc. の商標または登録商標です。

書で説明した商品、 サービスはすべて、 それぞれの所有者の商標、 サービスマーク、 登録商標、 登録サービスマークです。

料に記載された仕様は予告なく変更する場合があります。

シスコシステムズ株式会社

URL: http://www.cisco.com/jp/
問合せ URL: http://www.cisco.com/jp/go/contactcenter/
〒 107-0052 東京都港区赤坂 2-14-27 国際新赤坂ビル東館

TEL: 03-6670-2992

電話でのお問合せは、 以下の時間帯で受付けております。

平日 10:00 ～ 12:00 および 13:00 ～ 17:00

お問合せ先
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